
手術室 今井亮輔 関上彩 今城美智代



改善のきっかけ

誰でも確実に出
来るようになって
ほしい！！

どの資料が正し
いの？？

ベッドによって装着
の可否や装着方法
が違う・・・。

OPの準備時間
の短縮！！



取り組み

• 牽引台の着脱方法の写真をコマ送
りで撮影。

• 各部屋のベッドの特徴と方法を細
かく記載。

• 新人看護師でも理解できる内容に
する。

• 文章だけでなく写真を多く使用した。



牽引台の部屋作りについて
牽引台　部屋作り（右術野） ②物品の準備

①牽引台の装着

③部屋の配置

<準備物品>
・ルンバールセット
・優肌パット
・2.5ｃｃシリンジ（黄色）×２
・18G針（黄色）×２
・23Gルンバール針（70ｍｍ）
・マーカイン（等比重）
・ピンクシーツ
・酒精綿
・Drの手袋

・モニターは患側の頭元に設置する
・ルンバールセットは患側に用意する
・ウォームタッチは健側に設置する
・点滴棒は健側に準備する
・麻酔器は配管を接続し、壁際に寄せておく

・ ・使用するインプラントを部屋に入れる
・廊下のワゴンにフロートロンを準備する
・健側の手台は外し、患側のみ装着する
・レントゲン用PCにOP患者の胸部XP/手術部位を出す

OR6

9.ベッドの高さを上げて台を引き抜く

2.ベッドと牽引台のサイドレールが

　一直線になるように高さを調節する

3.クッションを持ち上げ

　牽引台を差し込む

5.ベッドの高さを上げて台を引き抜く

共通

1.ベッドシーツをひく
2.ベッドの位置を左右に合わせて

　テープの位置に移動する

1.股棒の挿入位置のベッドシーツ

　に穴を開ける

5.消毒除け/股棒/クッションを

　メーヨー盤の上に準備する

8.点滴棒のトレーに

酒精綿を準備する

9.薬品ワゴンの横にサーマル用

のゴミ袋を準備する

10.ウォームタッチの上に「上半身」を

準備する

14.脊椎麻酔の準備をする

ｆｇｆ

15.患側の床に防水シーツを貼る

4.台の固定バンドを外す

6.アームのネジを2か所緩め

　てアームを伸ばす

2.股棒の準備

γ以外で使用
γで使用

股棒

3.メディマットMを横半分に切る

A B

4.Aを股棒のクッション

　に巻いて固定する

A

6.Bを術野の下に貼る

B

7.電メスの上にキルト/手の抑制帯

　を準備する

キルト

手の抑制帯

11.ベッドの上に、枕/バスタオル（小）/

バスタオル（大）を準備する

枕 バスタオル（小）

バスタオル（大）

12.牽引台の上に足枕、

　下に感染用のゴミ箱を準備する

足枕

右 左

左

右

1.ベッドシーツを外す 2.両サイドのレバーを引く

3.足台を引き抜く

OR3

4.左右のフックが

　平衡である事を確認する

5.フックと牽引台が一直線に

　なるように高さを調節する

6.クッションを持ち上げ

　牽引台を差し込む

7.左右のネジを締めて、

　牽引台とベッドを固定する 8.台のストッパーを外す

Before After

1.足台をサイドのレバーを

　押しながら引き抜く

13.昇圧剤を準備する

硫酸アトロピン
10ｃｃシリンジ（白）

20G針

注射用生食

ネオシネジン

エフェドリン

OR6

2.ベッドと牽引台のサイドレールが

　一直線になるように高さを調節する

3.クッションを持ち上げ

　牽引台を差し込む 4.台の固定バンドを外す

1.足台をサイドのレバーを

　押しながら引き抜く

コマ送りにしてイメージしやすいようにした！！

③部屋の配置

・モニターは患側の頭元に設置する
・ルンバールセットは患側に用意する
・ウォームタッチは健側に設置する
・点滴棒は健側に準備する
・麻酔器は配管を接続し、壁際に寄せておく
・使用するインプラントを部屋に入れる
・廊下のワゴンにフロートロンを準備する
・健側の手台は外し、患側のみ装着する
・レントゲン用PCにOP患者の胸部XP/手術部位を出す

・

最後に文章で説明し確認できるようにした！！



BHAの部屋作りについて
BHA部屋作り（右術野）

①ベッドの準備

②物品の準備

③部屋の配置

<準備物品>
・ルンバールセット
・優肌パット
・2.5ｃｃシリンジ（黄色）×２
・18G針（黄色）×２
・23Gルンバール針（70ｍｍ）
・マーカイン（等比重）
・ピンクシーツ
・酒精綿
・Drの手袋

・モニターは患側の頭元に配置する
・電気メスは患側の頭元に配置する
・吸引器は患側の頭元に配置する
・ルンバールセットは患側に配置する
・洗浄用の点滴棒は患側の頭元に配置する
・ウォームタッチは健側の頭元に配置する
・ベッドの頭側の下にフロートロンを準備する
・健側の手台は外し、患側のみ付ける
・レントゲン用PCにOP患者の胸部XP/手術部位を出す

Before After

1.足台をサイドのレバーを

　押しながら引き抜く

ｆｇｆ

2.点滴棒のトレーに

 酒精綿を準備する

1.脊椎麻酔の準備をする

3.薬品ワゴンの横にサーマル用

　のゴミ袋を準備する

4.ウォームタッチの上に「上半身」

　を準備する

5.ベッドの上に、枕/バスタオル（小）

　/バスタオル（大）を準備する

枕 バスタオル（小）

バスタオル（大）

6.昇圧剤を準備する

硫酸アトロピン
10ｃｃシリンジ（白）

20G針

注射用生食

ネオシネジン

エフェドリン

7.電メスの上に消毒除け

　/対極板/足の抑制帯を準備する

対極板

消毒除け

脚の抑制帯

2.BHA用の足台を

　サイドレールに装着する 3.サイドのネジを締め固定する

9.ベッドの術野の下に

　メディマットLを敷く

メディマットL

10.生食2000ｍｌを2パックを

　洗浄用点滴棒にセットする

11.ベッドの下に

　感染用ゴミ箱/足枕を準備する

12.ベッドの両サイドの

　床に防水シーツを貼る

8.ベッドにソフトナースをピンク面を

　上にして敷き、シーツを掛ける

写真とポイントとなる部分のみを文章で追加した！！



作成後の意見（指導側）

指導方法、内容を統一できた！！！

指導が容易になった！！！

少ない人数でも短時間でOPの準備ができるよう
になった！！！



作成後の意見（作る側）

わざわざ聞きに行かずとも部屋作りが出来るように
なった！！！

文章だけより分かりやすくなっ
た！！！

出来ることが増えた！！！



まとめ

どの角度からも分かりやすい手技書を作成することにより、
誰でも行える業務が増え、一人一人の負担の軽減に繋げる
ことができた。

今後は、部屋作りだけでなく、OPの手技書やマニュアルの
見直しも随時行いってく。


